
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月９日（木）に開催された長崎市小学校音楽会に 

４年生が出場しました。昨年度は、インフルエンザ感染 

拡大のために前日まで学級閉鎖の学級もあり、ハラハラ 

ドキドキでしたが、今年度は皆が元気な姿を見せてくれ 

ました。朝の出発時は、６年生が声掛けを行ってくれました。 

会場では、どの学級も緊張の面持ちでしたが、すばら

しい演奏を披露し、大きな拍手をいただきました。音楽

って、本当にすごい力をもっています。言葉が違っても、

国が違っても、音楽を聴けば心を通じ合わせるうことが

できます。世界中の人々を一つにする、魔法のような力

をもっていると思います。小音会での経験を通して自信

を高め、更に音楽が好きになり、音楽を通した平和の発信にもつながっていくといいですね。 

 

 

長崎県では１１月１１日（月）から１２月１０日（火）までを「長崎県人権・同和問題啓発    

強調月間」と定め、この期間に集中的な啓発活動を実施しています。みなさまご存じのように、

城山小学校は「平和は城山から」をスローガンとして被爆の継承と平和への発信に力を入れて  

いますが、この平和教育の土台は日常の人権教育だと考えています。今年度は、その取組と子供

たちの高まりを目に見える形で「見える化」したいと願っていました。このことを受けて、人権

教育担当と特別活動担当の先生方がタッグを組み、県の強調月間に合わせて新たな取組を企画 

しました。校内には強調月間を知らせる４種のポスターがいろいろな場所に掲示されています。 

 

 

 

 

 

「Peace飛び交う楽しい学校をつくろう」とする子供の姿が目に見えてくることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 1１月 15 日 

 

学校だより第１ 1 号 

校 長  宮 田  幸 治 

HP https://www.nagasaki-city.ed.jp/shiroyama-e/ 

４年生の素晴らしさが光ってました！ 

「ピース、ピース」言うだけじゃダメ！やらなきゃ！ 

1 各学年で取組のテーマを決める。 

2 各学級で具体的な「行動目標」を作り、具体的に行動し学級で振り返りながら、年度末

まで継続して取り組む。 

3 外部講師を招聘し、学年ごとにワークショップ等の学習を行う。 

4 子供の企画によりもっとホットタイム（人権集会）の開催、図書室に人権コーナーを設置。 


